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作用素環と量子物理とは、 そもそもの始まりからの長い歴史があり、現
在も様々な形でその「相互作用」が進行中であります。従いまして、「作用素
環における量子解析」 という表題にしても今更の感がいたしますが、従来の
枠を超えた新たな可能性への期待も込めて、研究会を組織しました。
内容については、 関数解析を背景にした多方面に及ぶものとなりました

が、程度の差こそあれ、いすれの研究も「量子解析」をその共通の心として見
掛けの多様性にも係わらず 4 一本芯が通ったものになっていると、 自負して
おります。 そういった多様性の中の統一が、将来の新たな展開のきっかけに
なるであろうという期待も込めて、 ここに論集の形にまとめさせてみました。
限りなく混迷を深めていく時代なればこそ、 自由な精神に基づく研究者の

集いがますます重要な意味を持つものと思われます。 このような、機会を与
えていただいた数理解析研究所のスタッフの皆様にも感謝の気持を込めて。
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